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●横浜市会 令和５年 第３回定例会報告②
〇お悔やみ窓口をモデル設置へ
死亡に伴う手続きの負担軽減へ、各種申請書の作成、補助、受付
をワンストップで行う窓口の設置を要望。副市長より、来年１
月からモデル区での実施へ検討を進めると答弁がありました。

〇LINEでの子ども・
　若者相談がスタート
こちらも公明党市議団から「子ども・
若者がより相談しやすい環境整備に
LINE を活用すべき」と訴えていた
もので、相談者に寄り添った運用が
期待されます。

〇旧富岡倉庫地区
　（南部市場駅前の国有地）の活用へ
野積場については隣接する公務員宿舎跡地
と一体的に、物揚場は海上交通やマリンア
クティビティの拠点として、隣接する南部
市場と一体的に活用することを要望。近日
中に野積場の活用用途が確定され、具体的
な計画が動き始めます。

〇ケアマネジャーを守る！
ケアマネジャーの人材確保、離職防止へ、処遇改善と合わせて、
ケアマネジャーを過剰な要求やハラスメントから守るための対
策を要望。市長・副市長より処遇改善に向けた国への要望とと
もに、相談窓口の設置を検討する意向が示されました。


